
令和４年度 今治工業高等学校 シラバス 

教 科 工 業 科 目 プログラミング技術 単位数 ２単位 

学 科 情報技術科 学 年 ２学年  

学習目標 

 コンピュータのプログラミングに関する基礎的な知識と技術を習得させ、実際に活用する

能力と態度を育てる。そのためにまず、コンピュータによる問題処理の手順を理解し、次に

実際のプログラムを作成するための技法を身に付ける。 

学習内容 

学習項目 評価規準【評価の観点】 

１章 プログラム開発 
１ プログラム開発の手順 
⑴ システム開発とプログラム開発 
⑵ 文書化 

２ プログラム開発環境 
⑴ 基本ソフトウェア 
⑵ プログラム言語 
⑶ コンパイルとリンク 
⑷ ユーティリティプログラムの利用 

 
２章 プログラミング技法Ⅰ 
１ 基本的なプログラム 
⑴ Ｃの基本的な知識 
⑵ 入出力 
⑶ 演算子 
⑷ デバッグ 

２ プログラムの制御構造 
⑴ 条件分岐 
⑵ 繰返し 

３ 配列とポインタ 
⑴ 配列と文字列 
⑵ ポインタ 

 
 
３章 プログラミング技法Ⅱ 
１ 関数 
⑴ 関数の概念 
⑵ 関数の基本 
⑶ プリプロセッサ 
⑷ 変数の有効範囲と記憶域クラス 
⑸ アドレスを渡す変数 
⑹ アルゴリズム 
⑺ トレース処理 

２ 標準化とテスト技法 
⑴ プログラムの構造化設計 
⑵ プログラムの標準化 
⑶ プログラムのテスト技法 

・コンピュータシステムの概要と、システム開発
の流れを理解している。【Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ】 

・システム開発における文書化の意味と重要性
ついて理解している。【Ｂ・Ｃ・Ｄ】 

・ＯＳの機能、プログラム言語の種類と特徴、コ
ンパイラ言語で実行可能プログラムを作成する
までの手順を理解している。【Ｂ・Ｃ・Ｄ】 

・定数の種類、変数の型と記憶領域の関係を理
解している。【Ｂ・Ｃ・Ｄ】 

 
・標準入出力関数の使い方、簡単な入出力のプロ
グラムを理解している。【Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ】 

・デバッグの概要を理解し、プログラムの誤り
を修正できる。【Ｂ・Ｃ・Ｄ】 

・演算子の優先順序と結合規則、論理演算子の
働き、関係演算子・等価演算子について理解
し、条件式が書ける。【Ｂ・Ｃ・Ｄ】 

・条件分岐と繰返しにおける制御文の使い方を
理解している。【Ｂ・Ｃ・Ｄ】 

 
・配列の利点､配列のサイズと要素の添え字の関
係を理解している｡【Ｂ・Ｃ・Ｄ】 

・ポインタによりメモリ上のアドレスを扱える
ことを理解している｡【Ｂ・Ｃ・Ｄ】 

・関数の引き数の関係から、プロトタイプ宣言が
なぜ必要か理解している。【Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ】 

・関数の種類と使い方、プリプロセッサについ
て理解している。【Ｂ・Ｃ・Ｄ】 

・変数の有効範囲と記憶域クラス、アドレスを
渡す変数を理解している。【Ｂ・Ｃ・Ｄ】 

・いろいろな処理のためのアルゴリズムや、ト
レースの手法を理解し、プログラムの動作を
検証できる。【Ｂ・Ｃ・Ｄ】 

・標準化の必要性を理解している｡ 
              【Ｂ・Ｃ・Ｄ】 
・開発効率について理解し、構造化プログラミ
ングの必要性とモジュール化について理解し
ている。【Ｂ・Ｃ・Ｄ】 

評価の観点 【Ａ】関心・意欲・態度 【Ｂ】思考・判断・表現 【Ｃ】技能 【Ｄ】知識・理解 

評価方法 定期考査、小テスト、出席状況、課題、授業態度・意欲による総合評価 

教科書等 プログラミング技術（実教出版） 

備 考 プログラミング技術は、２学年（２単位）・３学年（２単位）で学習する。 

※評価規準は、学習の到達目標でもあります。 


